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１ 教材の特徴 

学習内容の背景 

文部科学省（2016）中央教育審

議会教育課程部会国語ワーキン

ググループにおける審議の取りま

とめについて（報告） 

国立教育政策研究所（2007）特

定の課題に関する調査（国語）調

査結果（小学校・中学校） 

本単元の目的 

Hidi & Boscolo（2006）Motivation 

 and Writing 

Hidi & McLaren(1991)Motivatio

nal Factors and Writing:The R

ole of Topic Interestingness 

Reninnger & Hidi(2002)Student 

Interest and Achievement：

Developmental Issues Raised by 

a Case Study 

Hayes（1996）A New Framework 

for Understanding Cognition and 

Affect in Writing 

﨑濱(2003)書き手のメタ認知的知

識やメタ認知的活動が産出文章

に及ぼす影響について 

古閑（2011）言語活動が成り立つ

学習指導過程のデザイン：調査

報告文作成における思考表現階

層化の過程の可視化 

文部科学省(2016)は，高度情報化の影響による文体の変化に触れながら，相手を想像しながら，媒体の特徴を

考慮して書くことの重要性について指摘しています。さらに，学校教育においては，整った文章を書く学習や文章

を「書くこと」の学習過程に沿って深く考えて書くことが重要であることを指摘しています。国立教育政策研究所

（2007）は，無作為に抽出した全国の国公私立の小学4年から中学3年の児童生徒19199名を対象に，長文記述に

関する調査を行いました。その結果，自分の考えが明確になるように段落を構成し，相互関係を考えて書くことに

ついては全体的に通過率が低くなっていることを示しました。このように，高度情報化する社会をよりよく生きるため

には，学校教育において，文章産出スキルの育成を図ることが強く求められています。一方で，段落を構成し，相

互関係を考えて書くなどの文章産出の困難さが指摘されています。 

Hidi and Boscolo（2006）は，忍耐強く文章産出に取り組むためには，文章産出に対する動機づけが不可欠である

ことを指摘しています。また，Hidi and McLaren（1991）は，動機づけは，興味のあるテーマだけではなく，話題に関

する知識が向上させることを指摘しています。また，Renninger and Hidi（2002）は，テーマに関する知識が動機づけ

を向上させることを指摘しています。これらのことから，本研究においては，話題とテーマに関する知識を十分に獲

得させることが児童の動機づけを高め，粘り強い文章産出につながると考えました。 

Hayes（1996）は，課題の環境と個人的な要因から構成される文章産出プロセス「個人

－環境モデル」を提案しています。このモデルによると，「文章は，長期記憶から検索さ

れた話題に関する知識や課題のスキーマ等が認知過程で解釈・省察され，産出され」

ます。長期記憶の話題に関する知識の量が文章産出に影響を及ぼすと考えられるた

め，文章産出前に話題に関する知識を十分に獲得させる必要があります。そのため，

本研究における話題に関する知識(図１)を「売り上げを高めるための工夫」として整理

し，社会科において，「売り上げを高めるための工夫」を十分に捉えさえ，動機づけを高

めたいと考えました。 

崎濱（2003）は，大学生と専門学校生を対象として，情報伝達文の文章産出の活動に対するメタ認知的知識の構

造を検討した結果，「伝わりやすさ」などの因子を見出しました。また，熟達群の被験者は非熟達群に比べ，「伝わり

やすさ」の因子を重視していることや非熟達者に対しては，熟達者ほどはメタ認知的知識を重視しておらず，メタ認

知的活動の中でもそれらをあまり活かしていないことを指摘しています。崎濱（2003）は文章表現教育を行うにあた

り，書き手自身に「伝わりやすさ」に関するメタ認知的知識を重視させるだけでなく，「伝わりやすさ」のメタ認知的活

動を効果的に行えるようなトレーニングを課す必要があることを示唆しています。 

そこで，本研究においては，「伝わりやすさ」の要素を明確にし，「伝わりやす

さ」のメタ認知的活動を効果的に行うための支援について検討する。子供の発

達の段階と本研究で扱う文章の特徴を踏まえると，伝わりやすさ」の要素は図2

のとおり整理できると考えられます。「伝わりやすさ」の要素には，修辞的な側面

と構造的な側面，内容的な側面の3つがあると考えられます。3つの側面は，発

達とともに，それぞれの要素が相互に関連しながら「伝わりやすさ」を形成して

いくと考えられます。 

古閑（2011）は，調査報告文には，目的による情報の分類とまとめ直しが必要であるとし，段落の相互関係には，

因果関係（原因と結果）や包含（抽象・具体），累加等があることを指摘しています。調査報告文については，表現意

図と事例との包含（抽象・具体）が重要であり，特に「始め」が「中」を包含するように段落を構成させる必要があると考

えられます。また，「中」は累加関係が重要であり，段落を並列させる必要があると考えられます。そこで，本研究に

おいては，包含関係を「はじめとぴったりな中」，「中１と中2はなかま」として，簡単な言葉で方略についての知識を

獲得させる必要があります。また，それには，表現意図を明確にしておくことに留意する必要があると考えました。

本研究では，文章を構成したり記述したり推敲したりする際に，「段落相互の関係，特に，「表現意図と事例の包含

関係」「事例と事例との累加関係」についての見方・考え方を働かせます。「表現意図と事例との関係」とは，伝えた

いことに応じて調べたこととを選択して，配置することです。「事例と事例との累加関係」とは，調べたことと調べたこ

とを並列に加えていくことです。それらによってそれによって書く内容の中心が明確になると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

中心となる概念 

 

 

 

本単元で鍛える

見方・考え方 

図２ 調査報告文の「伝わりやすさ」の要素 

図１ 話題やテーマに関する知識 

自分の思いや考えを深めるために，段落相互の関係，「表現意図と事例の包含関係」「事例と事例との累

加関係」に着目して捉え，問い直して意味付ける。 



 

２ 目指す子供の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 課題設定 課題追究 パフォーマンス 

国語科「書くこと」が 

目指す学びをつくる 

子供のゴールの姿 

表現の意図を明確

にするとともに，目

的や意図，相手に応
じながら，題材を設

定することができ

る。また，表現の意
図を具体化すること

ができるとともに，

題材を修正すること
ができる。 

目的や意図に応じた情報を集めるとと

もに，目的や意図，相手等に応じて，集

めた情報を整理し，表現の意図に応じた
内容を検討することができる。また，表

現の意図に応じて，一貫性のある構成を

検討することができる。さらに，文章の
特徴に応じながら，集めた情報を整理す

る方法を考えることができる。加えて，

情報の整理を振り返って，再整理した
り，再構成したりすることができる。 

表現の意図や文章の様式に 

応じて，表現を工夫したり， 

推敲したりすることができる。 
また，読み手の考えに基づき， 

必要に応じながら書いた文章

を修正することができる。 

読み手の考えに基づき，必
要に応じながら，修正点を次

の文章に生かそうとすること

ができる。 

国語科「書くこと」が 

目指す 

令和３年 11 月時点の 

３年生の学びをつくる姿 
 

伝えたいことを明

確にするとともに，
目的に応じながら，

題材を設定すること

ができる。伝えたい
ことを具体的にし，

題材を絞り込むこと

ができる。 

伝えたいことに応じて，情報を集める

とともに，伝えたいことに応じて，集め
た情報の中から必要な情報を選択し，伝

えたいことに応じた内容を検討すること

ができる。また，伝えたいことや文章の
様式に応じて，段落相互の関係に注意し

て，文章の構成を考えることができる。

さらに，文章の特徴に応じながら，集め
た情報を整理する方法を考えることがで

きる。加えて，情報の整理を振り返っ

て，再整理したり，再構成したりするこ
とができる。 

伝えたいことや文章の様式

に応じて，表現を工夫した考
えと理由，事例との関係を明

確にして書き表したり，修正

したりすることができる。ま
た，読み手の考えに基づき，

必要に応じながら書いた文章

を修正することができる。 

読み手の考えに基づき，必

要に応じながら，修正点を次

の文章に生かそうとすること
ができる。 

 

追究 
・ 始め(かんたん)-中(くわしく)-終わり(かんたん)の構成を生かす。 
・ 伝えたいことに応じて，内容を検討する必要があることに気付き，

集めた情報から必要な情報を選択する。 
・ 始めと中のつながり(包含関係)と中と中のつながり(累加関係)に気

付き，文章の構成を考えることができる。 

課題 
・ 売り上げを上げるための工夫を伝えた 
いという思いや願いをもつ。 

・ 伝わりやすい文章を書く必要感をもつ。 

パフォーマンス  
包含関係と累加関係を基にしな

がら，調査報告文を書いたり，確か
めたりして，文章を整える。 

本単元における「一人一人の子供が他者とともに自己調整する学び」 

そういう伝わりやす
さもあるんだね。 

自己調整  
文章を構成したり書いたり，推敲したりする時に，包含関係や累加関係を考えると伝わりやすい文章

が書けることに気付き，振り返る。 

自己調整を通じた「伝わりやすさ」の更新 
本単元 
の 
目的 

こんなに工夫をしていたなんて驚いた。

誰かに伝えたいな。 

伝えるためには，うまく伝えないといけ

ないな。もうちょっと伝わりやすくならない

かな。 

「始め(かんたん)」-「中(くわしく)」-「終わり(かんたん)」が使えそうだ。「中」は「始

め」とぴったりな内容になるように選ぶけど…ぴったりになっていない？どれを選べば

いいか友達に聞いてみよう。「中１」と「中２」は仲間になるように選ぼう。「中１」と「中

２」が仲間になっていないから，もう一度選び直そう。 

「中」は「始め」の内容とぴったりになるように…ずれているかな？友達に聞いてみ

よう。 「中１」と「中２」は仲間が並ぶように…ずれているから，もう一度書き直そう。 

やっぱり「始め(かんたん)」-「中(くわしく)」-「終わり(かんたん)」

が使えた。 

「中」は「始め」とぴったりな内容になるように書けたし，「中１」と

「中２」は仲間になるように書いたから，伝えたいことがはっきりし

たと思う。伝えたいことをはっきり書くことって，大切だな。 

途中でもう一度やる気を出して頑張ったから上手く書けた。 

伝えること

への思い 
実現に向けて 

自分自身の 

気付き 



 

本単元の目標 

 

「始め」と「中」の包含関係と「中１」と「中 2」の累加関係に気付き，表現の意図に応じ

て，内容を検討するとともに，文章を構成することができる。 

本単元の  

評価規準  

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能【知技】 思考・判断・表現【思判表】 主体的に学習に取り組む態度【主】 

主語と述語や修飾語と被修飾
語の関係の明確さ，長音，拗音，

促音，撥音，助詞などの表記や段

落の役割について理解している。 

「始め」と「中」の包含関係と「中１」
と「中 2」の累加関係に気付き，表現

の意図に応じて，内容を検討すると

ともに，文章を構成することができて
いる。 

粘り強く段落相互の関係を考えて
記述したり文章を整えたりするととも

に，書いた文章を振り返って修正の

見通しをもっている。 

追究 パフ 

主語と述語や修飾語と被修飾

語の関係の明確さ，長音，拗音，

促音，撥音，助詞などの表記につ
いて理解している。 
段落の役割について理解してい

る。 

追究 パフ 

「始め」と「中」の包含関係と「中１」

と「中 2」の累加関係に気付き，表現

の意図に応じて，内容を検討してい
る。 

表現の意図に応じて，文章を構成

することができている。 

追究 パフ 

粘り強く段落相互の関係を考えて

記述したり文章を整えたりする。 
書いた文章を振り返って修正の見

通しをもっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究 
 
 
 
 
〇 文章の様式の比較 

・ 子供が既習の構成（抽象-具体-抽象）が活用できることに気付くよう
に，既習の観察記録文や説明書，レポート等と比較する場面を設定す
る。 
 
 

〇 調べたことを分類する場面の設定 
・ 子供が調べたことの共通と相違に気付き，表現の意図に応じて，
「中」の内容を選択できるように，調べたことを分類する場面を設定す
る。 

 
 
〇 段落の包含関係と累加関係を捉える場面の設定 

・ 「始め」と「中」の包含関係を「「始め」と「中」はぴったり」，「中１」と「中
2」の累加関係を「「中 1」と「中 2」は仲間を並べる」として，文章の構造を
捉える場面を設定する。 
・， 

 
 
 
 

パフォーマンス 
 
 
 
 
 
〇 視点に基づいて文章を
整える場面の設定 

「はじめとぴったりな中」，
「中 1 と中 2 はなかま」に基
づいて書いたり確かめたりで
きるように，明示する。 

 
 
 
 
〇 振り返る場面の設定 
 ・ できたか（分かったか），頑張ったか，工夫したかの 3 つの視点で振り

返る場面を設定する。 
□ 「伝わりやすさ」を意識して文章を整えたか 
□ やる気と粘り強さをもって取り組めたか 
□ いろいろな方法で工夫しながら学習に取り組むことができたか 

 

課題 
 
 
 
 
〇 スーパーマーケット見学 

で，話題に関する知識を
十分に獲得させるために，
動画での見学とビッグハ
ウスの見学と 2 つの店の
売り上げを上げるための
工夫を比較させる場面を
設定する。 

 
 
〇 店長への提出 
 ・ より伝わりやすい文章に

修正する必要感をもたせ
るために，調査報告の相
手を明確にする。また，礼
状に対する返信が届く設
定にする。 

 
 
 
 

自己調整を促しながら 

「伝わりやすさ」を更新させる支援 

自己調整を促すことを通じた「伝わりやすさ」の更新 

思いや願いをもつために 学習方法や取組方を工夫するために 

社会科との関連的な指導 文章の様式の特徴の明確化 

情報と情報との関係を捉える場面の設定 

相手の設定 

段落相互の関係の端的に捉える場面の設定 

視点の明示 

学習方法や取組方を 

工夫するために 

単元の 

目的と支援 

支援 

自分自身に気付くために 

思いや願い，視点，学習方法や取組方の振り返り 



４ 単元計画 

 

 

 

 

 

 

時 学習活動 （○）   〔自己調整〕 

１ 

 
 
○ 調査報告文を書くことを知り，文章を書く計画

を立てる。 
〇 ノートに伝わりやすさチェックリストをつくる。 
 

 

 

 

 

 

社

会

科 

 

 
〇 スーパーマーケットの売り上げを高める工夫を

調べる計画を立てる。 
 

 

 

 
○ 教科書と動画での社会科見学で，スーパーマ

ーケットの売り上げを高める工夫を調べる。 
 

 

 

２ 

 

 

 

 

〇 特に調べたい観点を決め，「取材メモ」を
作る。 

 

 

 

３ 

４ 

○ 本でスーパーマーケットの売り上げを高め
る工夫を調べ，「取材メモ」に書き加える。 

 

 

 

社

会

科 

○ 観察とインタビューでスーパーマーケット
の売り上げを高める工夫を調べ，「取材メモ」
に書き加える。 

○ 店長から依頼を受けて，調査報告の対象を
店長に設定する。 

 
 
 
 

５ 

〇 組み立てメモをつくるために，調べたことを
分類し，「中」に書く内容を選ぶ。 

 
 
 
 
 

課題 社会科と関連させて調査報告文を書くこ

とを確認する。 

取材がおもし
ろそうだな。で
も，文章が長くて
大変そうだな。 

 インタビュ
ーをするとい
いかもしれな
いな。 

習ったこと
が使えそうだ
な。 

店ではらたく人と仕事(社会科) 

 
課題 話題に関する知識を十分に獲得させるた

めに，動画での社会科見学とともに，ビッ

グハウス見学を行う。売り上げを上げるた

めの工夫に対する視点をもつ場面を設定す

る。 

い ろ い ろ な お
店 に 行 っ て み た
いな。おもしろそう
だな。 

やっぱりイン
タビューの必要
があるな。 

この計画で大
丈夫かどうか確
かめよう。 

売れ残りを出
さないように工
夫しているんだ
な。 

わたしは，商品の
工夫しか知らなかっ
たけど，商品以外の
工夫もあるんだな。 

本でも調べて
られると思うな。 

品揃え の工夫
を調べるために，
ドン ・ キホーテを
見学してみたい。 

もっと値段の
工夫を調べてみ
たいな。 

わた しは，ド
ン・キホーテのこ
とならよく知って
いるよ。 

売り場や通路を広
く し て い る ん だ
ね。 

イン タビュー
だっ たらも っ と
詳しく分かるか
もしれないな。 

 だんだん品質の
工夫が分かってき
たな。 

課題 より伝わりやすい文章に修正する必要感

をもつために，調査報告の相手を明確にす

る。 

店長に知らせ
るから，しっかり
伝わるように書
かないと。 

店長さんにも
インタビューして
みたいな。 

たくさん工夫を
見つけたからも
っと誰かに知ら
せたいな。 

書けそうになっ
てきたな。店長さ
んも待っているか
ら頑張ろう。 

私が伝えたかっ
たことが調べられ
ていないな。友達
に聞いてみよう。 

「始め」と「中」
の関係が分かっ
てきたぞ。 

仕事のくふう，見つけたよ 

伝わりやすさを意識して調査報告文を書こう 

 

追究 文章の特徴を確認するために，既習の文章

と比較する。 

追究 既習の伝わりやすさを確認する。 

追究 値段・品揃え・品質・陳列・施設やサービ

スの観点から自分が特に調べたい観点を選

ぶことを確認する。 

追究 値段・品揃え・品質・陳列・施設やサービ

スの観点を確認する。 

追究 値段・品揃え・品質・陳列・施設やサービ

スの観点を確認する。 

追究 既習の構成（かんたん-くわしく-かんた

ん）が活用できることに気付くように，既

習の観察記録文や説明書，レポート等との

共通点を確認する。 

追究 調べたことの共通と相違に気付き，表現

の意図に応じて，「中」の内容を選択できる

ように，調べたことを分類する場面を設定

する。 

 



 

 

時 学習活動 （○）  〔自己調整〕 

６ 

本

時 

○ 「中」に書く内容を見直し，組み立てメモ
を修正する。 

 
 

 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

○ 組み立てメモを基にして，下書きをする。 
 
 

 

 

 

９ 

○ 「始め」と「中」の包含関係や「中1」と
「中2」の累加関係を確かめながら文章を整
える。 

 
 
 
 
 
 

10 

11 

○ 整えた文章を基にして，清書する。 
 
 
 
 

12 

○ 書いた文章を友達と読み合い，学習活動を
振り返る。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章を構成する時に，包含関係や累加関係を考えると伝わりやすい文章が書けることに気付き，振り返っている。 

だんだん書け
てきたぞ。もうひ
と踏ん張りだ。 

これで大丈夫
かな。途中だけ
ど一回先生に
聞いてみよう。 

ずれてきたか
ら，組み立てメ
モを見直してみ
よう。 

 段落の関係を
考えたから，読
み や す い 文 章
が書けたな。 

「始め」とぴった
りな「中」，「中 1」と
「中 2」はなかまに
なっているな。 

ぴったりにな
っているか友達
にも確かめても
らおう。 

伝わりやすい文章を
書くためには，「始め」と
「中」，「中 1」と「中 2」の
関係が大切なんだな。 

店長さんに手
紙と一緒に送っ
てみたいな。 

難しい時もあ
ったけど，やっ
ぱりこの学習は
おもしろかった
な。 

段 落 の 関 係
を何度も確かめ
て書くことができ
たな。 

困った時は，友
達に教えてもらっ
て 書 く こ と が で き
たな。次も頑張れ
るかも。 

きっと次にも
生かせる大切な
学習だったかも
しれない。 

文章を書く時に，包含関係や累加関係を考えると伝わりやすい文章が書けることに気付き，振り返っている。 

文章を推敲する時に，包含関係や累加関係を考えると伝わりやすい文章が書けることに気付き，振り返っている。 

 わたしは伝え
たいことがはっ
きりと伝わるよう
に書けたよ。 

「始め」とぴっ
た り な 「 中 」 ，
「中 1」と「中 2」
はなかまになっ
ているな。 

ぴったりにな
っているか友達
に確かめてもら
おう。 

追究 「始め」と「中」が包含関係に，「中１」

と「中２」が累加関係になるように構成す

るために，包含関係や累加関係になってい

ないの文章の伝わらなさを確認する。 

追究 包含関係と累加関係の視点で修正できる

ように端的に明示する。 

「始め」とぴったりな中，「中１」と「中２」は仲間で書くと伝わりやすいんだね。 

 

パフ モデル文を基にして段落の役割を確認す

る。また，例を挙げたり考えたことと調べた

ことを区別したりすることを確認する。 

パフ これまでに学習したことを生かして修正

しながら清書することを確認する。 

パフ 包含関係と累加関係の視点で文章を整え

ることができるように端的に明示する。 

パフ これまでに学習したことを生かして修正

しながら清書することを確認する。 



５ 本時案 （６／12） 

本時の目標 
表現の意図(伝えたいこと)に応じて，「始め」と「中」の包含関係，「中1」と「中2」の累加関係に気

付き，それらを生かして段落を構成することができる。 

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（課題，追究，パフ，メタ），評価（◇）評価方法(＜＞) 

○ 店長のからの手紙(礼状の返信)を聞き，伝わりや
すい文章にしたいという思いを膨らませる。 

○ 表現の意図に応じて，「中」の内容を選択したこと
を振り返るとともに，「伝わりやすさチェックリスト」を
基に組み立てメモを読み返す。 

 
 
 
 
 
○ 前時の振り返りを基にして，組み立てメモづくりに

悩んでいる人がいることを知る。 
 
 
○ 伝わりにくい(包含関係ではない文章)組み立てメ

モAを読み，モデル文と比較し，「始め」と「中」の包
含関係に気付く。 

 
 
 
 
 
○ 包含関係を踏まえて，「中」を修正する。 
 
 
 
 
○ 伝わりにくい(包含関係ではない文章)組み立てメ

モBを読み，モデル文と比較し，「中１」と「中２」の累
加関係に気付き，修正する。 

 
 
 
○ 包含関係と累加関係を簡単な言葉で捉える。 
 
 
 
 
 
 
 
○ 書いた組み立てメモを確かめ，「始め」と「中」の関

係を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
○  「始め」と「中」，「中1」と「中2」の関係に気をつけ

ながら，修正できたか振り返る。 

課題 思いや願いをもつために，店長からの手紙(礼
状の返信)を読む。 

課題 思いや願いをもったり学習方法や取組方を修正
したりするきっかけをつくるために，店長に伝わり
やすい調査報告文が書けそうか，チェックリストに
そって，４件法で挙手させ，修正の方向性を問う。 

    0…まったく伝わりやすくない 
    1…伝わりやすくない 

 2…伝わりやすい 
 3…すごく伝わりやすい 

課題 前時の振り返りを基にして，段落の視点が欠け
ていることを示す。 

 
 
追究 包含関係ではない組み立てメモを提示し，段落

に着目させ，伝わりにくい要素を確認する。 
「この組み立てメモ」の伝わりやすさは，何レベ

ル？なぜ？」 
メタ 自分の組み立てメモと比較する場面を設定す

る。「この組み立てメモと似ている人？」 
追究 伝わりやすさの視点を得るために，組み立てメ

モを評価する場面を設定する。 
追究 包含関係を踏まえた「中」の修正ができるように

モデル文を修正する場面を設定する。 
「どのように直せば，もっと伝わりやすくなる？」 

追究 包含関係を踏まえた「始め」の修正ができるよう
にモデル文を修正する場面を設定する。 

 
追究 「どのように直せば，もっと伝わりやすくなる？」 
 
 
 
 
メタ 包含関係と累加関係の視点を捉えられるように

端的にまとめる場面を設定する。 
「この２つの組み立てメモから，どんな伝わりやす
さがあるってことが分かった？」 

 
 
 
 
追究 視点を基に修正できるように，理由を聞くように

指示する。 
   「本当にぴったりになってる？って聞いてごらん」 
   「本当に仲間になってる？って聞いてごらん」 
追究 ぴったりになっていない場合は，取材メモを見て

直してもよいことを指示する。 
 
 
 
追究 「伝わりやすさチェックリスト」に加えるように促す。 
メタ できたか（分かったか），頑張ったか，工夫した

かの3つの視点で振り返る場面を設定する。 
□ 「伝わりやすさ」を意識して文章を整えたか 
□ やる気と粘り強さをもって取り組めたか 
□ いろいろな方法で工夫しながら学習に取り組むことができたか 

店長に もっとつたわりやすい文しょうにするために，組み立てメモを修正しよう 

 

「始め」と「中」はぴったりにする。「中 1」と「中２」は仲間をならべる。 

 

あれ？「中」
が揃ってい
ない気がす
るな。 

ちょっと，
友達と相談
したいな。 

わたしの
と似ている
な…。直す必
要があるの
かな。 

書けそうに
なってきたな。
店長さんも待
っているから
頑張ろう。 

友達に聞い
て，伝えたいこ
とが補充でき
たな。もう一度
確かめたいな。 

伝えたいこ
とに合わせて，
調べたことを
選べたぞ。 

「始め」のこ
とを「中」で
詳しく書く
んだな。 

きっと大切
なことを教わ
るんだろうな。 

もっと伝わ
りやすくなう
ように直せそ
うだ！ 

これでい
いか，友達と
確かめてみ
たいな。 

わたしのと
似ているな…。
直す必要があ
るのかな。 

「始め」と「中」
がぴったりに
なるようにす
るんだね。 

あれ？(3)は数字を大きく表示
でいいのかな？ 

ちょっと，友達の考えを聞
いてみたいな。 

わたしのとは違うけど…。
直す必要があるのかな。 

きっとさっきより重要なことを
教わるんだろうな。 

「始め」と
「中」はぴ
っ た り ，
「中」は仲
間だね。 

もう一度，
自分のもの
を確かめる
必要がある
な。 

わたしの
はぴったり
になってい
るかも。 

早く組み立
てメモを直し
たい。 

伝わりや
すさの一つ
に追加でき
るね。 

心配だか
ら友達や先
生に確かめ
てもらおう。 

ぴったりになるよう
に修正できた。   

わたしは，最初から
できていたから修正す
る必要がないわ。 

難 し い け
ど頑張るぞ。  

こ れ で 文
章にして書
けそうだ！ 

〔自己調整〕「始め」と「中」の包含関係，「中１」と「中２」の累加関係に気付き，組み立てメモを修正することができている。【思判表】＜組み立てメモ＞ 



 


